
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       岐阜県立中津川工業高等学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１日（土） 

 
実 施 概 要 

 保護者、地域住民の方と「ものづくり体験」を通してふれ合う。 
    機 械 科：「アルミ鋳造による置物の製作」 
    電 気 科：「電子工作」 
    建設工学科：「木工作品づくり」 
    電子機械科：「電子工作とレーザー加工体験」 

 
実 施 内 容 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   ■産業   ■その他 

公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
 □地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ２２０ 人 

計  ４９４ 人 
地域関係者 ２７４ 人 

 
実 施 状 況 

 
 仰星祭（文化祭）において、本校４学科（機械、電気、建設工学、
電子機械）より、科の特徴を生かした製作物の展示やものづくり体験
コーナーを実施し、保護者や小中学生を含む地域住民の方々と触れあ
うことで、本校のアピールとともに教育活動について理解していただ
く。 
 
 
 
 
 
 

体験者数 保護者・一般 高校生以下  
 
 
 
 
 

機 械 科 ７７ ６６ 
電 気 科 ２０ ７４ 
建設工学科 １２５ １８０ 
電子機械科 ４４ １９８ 
合   計 ２６６ ５１８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
実 施 状 況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
成果及び課題 参加者の感想 

○すごく楽しくて、一つ一つ興味の持てるものばかりでした。仰星祭
は楽しくて、また来年も来たいです。 

○挨拶が気持ちよかったです。子供の相手をとてもよくしてくれまし
た。 

○雨の降る中でしたが、多くの人が来ていて中工生の温かさを感じま
した。ありがとうございました。 

○皆さんの頑張りに感動しました。ご苦労様でした。 
○分かりやすく教えて下さり大変助かりました。  
 
 大人から子供まで幅広い年齢層の方と交流しながら、日頃学習して
いる成果を発揮している姿が見られた。年齢、性別など相手の立場に
たった説明の仕方や、接し方など学ぶことも多く、生徒たちにとって
たいへん貴重な体験をすることができた。 
 参加者の感想からも評価が高く、本校への理解が一層深まったもの
と確信している。 

 


